
平成 30 年度 佐賀県教育センター 小・中・高等学校教育相談 

ポイント（小）-1  

２ 研究の実際 ＞ (２) 「強み」に関する活動プログラム 

イ 授業のポイント（小学校）                                      

 主な活動（交流活動･･･    ）と授業スライド等 児童の実態に即した活動のポイント 

 
 

 

 

  

 
「強み」について知る 

自分ウェビング 

 

「強み」という言葉に対するイメージ

は「力が強い」「からだが丈夫」等にと

どまっていることが考えられます。 

→スライドを見ながら「強み」の定義を

理解します。 

「
強
み
」
の
定
義 

「
強
み
」
を
理
解
す
る
ポ
イ
ン
ト 

マイナスに思えることは「強み」として

捉えにくいと考えます。 

→これから学習する「強み」とは、プラ

スに思えることだけではなくマイナ

スに思えることも含むことを、スラ

イドを見ながら理解します。 

「強み」の考え方を理解することが難

しい児童や、自分の「強み」を表現する

ことに躊躇したり自分には「強み」がな

いと思ったりする児童がいることが考

えられます。 

→「自分ウェビング」の記入例を参考

に、好きなものや苦手なことを書き

やすいところから書き始めることに

より、活動に取り組みやすくなりま

す。そして、ウェビングを書いた後に

「強み」を理解するポイントを改め

て具体的に説明することにより、「強

み」への理解を深めます。 

「
自
分
ウ
ェ
ビ
ン
グ
」
の
記
入
例 

（
好
き
な
も
の
や
苦
手
な
こ
と
） 

「
自
分
ウ
ェ
ビ
ン
グ
」
の
記
入
例 

（
友
達
と
自
分
が
見
付
け
た
「
強
み
」
） 

友達の「強み」は、自分の「強み」より

も見付けやすく書きやすいことが考え

られます。 

→友達の「自分ウェビング」を参考に、

友達の「強み」を見付けて友達のワー

クシートに書くと同時に、友達から

も「強み」を書いてもらうことによ

り、自分の「強み」を知ります。 

 

① 

自
分
や
友
達
の
「
強
み
」
を
知
ろ
う 
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 主な活動（交流活動･･･    ）と授業スライド等 児童の実態に即した活動のポイント 

 
  

    

 

 

  

 

ステップ アップ ウェビング 

 

友達に当てはまるものは、自分に当て

はまるものよりも見付けやすいことが

考えられます。 

→友達のワークシートにシールを貼る

活動を通して友達の「強み」について

考え、友達からもらったシールを参

考にして、自分の「強み」について考

えることにより、自己理解と他者理

解を深めます。 

「
星
☆
い
く
つ
」
の
記
入
例 

（
友
達
と
自
分
が
見
付
け
た
「
強
み
」
） 
 

自分の「強み」を生かして自分の苦手な

ことや困っていることを解決するアイ

ディアは思い付きにくいことが考えら

れます。 

→スライドの説明を参考にして、苦手

なことや困っていることを解決する

アイディアの視点を学習します。 

「
ス
テ
ッ
プ 

ア
ッ
プ 

ウ
ェ
ビ
ン
グ
」
の
記
入
例 

（
自
分
が
や
っ
て
み
た
い
こ
と
、
が
ん
ば
り
た
い
こ
と
） 

「友達の役に立ちたい」「友達に教えて

あげたい」という気持ちは強いと考え

ます。 

→友達の苦手なことや困っていること

を解決するアイディアを、友達の「強

み」を参考にして考えることにより、

他者理解を深めます。 

② 

自
分
や
友
達
の
「
強
み
」
を
生
か
そ
う 

星☆いくつ 

「
ス
テ
ッ
プ 

ア
ッ
プ 

ウ
ェ
ビ
ン
グ
」
の
記
入
例 

（
苦
手
な
こ
と
を
解
決
す
る
ア
イ
デ
ィ
ア
） 

ア
イ
デ
ィ
ア
の
視
点 

「強み」を生かすことにより、やってみ

たいことや頑張りたいことにチャレン

ジする意欲が高まると考えます。 

→友達から記入してもらったアイディ

アを参考にして、自分の「強み」を生

かした解決方法を考えることによ

り、実践意欲を高めます。 
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※ ３時間の学習で使用したワークシート等は、それぞれの授業後に目を通してファイル等にまとめ、「ぼく・わた 

しの『強み』」として児童に配付します。 

 主な活動（交流活動･･･    ）と授業スライド等 児童の実態に即した活動のポイント 

 
 

 

 

  

 

③ 

自
分
や
友
達
の
「
強
み
」
を
生
か
し
て
い
こ
う 

 

これがあれば大丈夫！ 

１、２時目の授業の写真や振り返りシ

ートの記述を提示してこれまでの学習

を振り返らせた後に、１、２時目のワー

クシートで自分の「強み」を再確認させ

ることにより、スムーズに本時の交流

活動につなげることができると考えま

す。 

→スライドやワークシート等を基に、

自分の「強み」を再確認します。 

交
流
活
動
の
振
り
返
り 

複数の「強み」の中から、場面に応じて

生かしたい「強み」を選択することは難

しいと考えます。 

→自分の「強み」の中から「これがあれ

ば大丈夫！」と思える「強み」を２つ

選ぶことにより、自己理解を深め、

「強み」を生かしていこうという意

欲につなげます。 

「
こ
れ
が
あ
れ
ば
大
丈
夫
！
」
の
記
入
例 

（
生
か
し
た
い
「
強
み
」
と
選
ん
だ
理
由
） 

お宝ウェビング 

１、２時目で知った「強み」を関連付け

たり、新たな「強み」に気付いたりする

ためには、視覚的な手立てが必要であ

ると考えます。 

→１、２時目で知った「強み」を、ウェ

ビングで整理することにより、自己

理解を深めます。 

友達にメッセージや手紙を贈ることに

喜びを感じると考えます。 

→友達の「強み」を書き加えるときに自

分の名前を書き添えることにより、

友達を思いやる気持ちや活動への意

欲を高めます。 

 

「
お
宝
ウ
ェ
ビ
ン
グ
」
の
記
入
例 

（
整
理
し
た
自
分
の
「
強
み
」） 

「
お
宝
ウ
ェ
ビ
ン
グ
」
の
記
入
例 

（
友
達
が
書
き
加
え
た
「
強
み
」） 


